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就業地別の有効求人倍率（試算.原数値） 
 

 

  現在公表している有効求人倍率は、各ハローワークで受理した求人数を用いて算出している。 

  一方、企業の中には、各支社の求人を本社などが管轄するハローワークに一括して提出している

企業がある。このため、求人を受理したハローワークが所在する都道府県と実際の就業地となる都

道府県が異なる場合がある。  

  和歌山の平成 25年 4月における有効求人数は 14,169人であるが、その中には他県を就業地とす

る求人が 1,025 人（7.2％）含まれている。反対に、他県で受理した求人にも和歌山を就業地とす

るものが 2,065 人あり、差し引きした 15,209 人が和歌山を就業地とする有効求人数（試算値）と

なる。 

同様に近畿各府県を比較した有効求人倍率が以下の表である。 

有効求人倍率を受理地別でみると、大阪が 0.86倍で最も高く、次いで京都が 0.81倍、和歌山が

0.77倍で近畿では 3番目の水準となっている。 

これを就業地別の有効求人倍率（試算値）でみると、和歌山が 0.82 倍で近畿の中では最も高い

水準となり、以下、京都 0.81倍、滋賀、奈良 0.77倍、兵庫 0.76倍、大阪 0.75倍となる。 

   

 

 
 
 

有効求人数 有効求人倍率 有効求人数 有効求人倍率

滋　賀 31,849 20,888 0.66 24,582 0.77 0.11

京　都 58,874 47,501 0.81 47,401 0.81 0.00

大　阪 200,868 171,913 0.86 150,027 0.75 ▲0.11 

兵　庫 106,941 72,683 0.68 80,992 0.76 0.08

奈　良 25,653 17,906 0.70 19,710 0.77 0.07

和歌山 18,502 14,169 0.77 15,209 0.82 0.05

受理地別 就業地別（試算値）
差有効求職者数

※ 有効求人倍率は原数値。 
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表 受理地別の有効求人倍率と就業地別の有効求人倍率の比較（平成 25年 4 月分） 


